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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転爪ラッチであって、
　ハウジングと、
　前記ラッチを作動させるための、ハンドルとボタンから成るグループから選択される手
段と、
　ラッチ掛け位置とラッチ外れ位置との間の回転運動のための、前記ハウジングによって
支持されている、段を有する爪と、
　前記ラッチ外れ位置に向けて前記爪を偏倚させるばねと、
　前記爪を前記ラッチ掛け位置に維持するために前記段と係合可能である、前記ハウジン
グによって支持されているロックバーであって、弾性スプリング部材として形成されたロ
ックバーと、を備え、
　前記ラッチが作動させられる時に、前記爪が前記ラッチ外れ位置に向かって回転し始め
ることを可能にするように、前記段との係合を解除する形に前記ロックバーを移動させる
ために、前記ロックバーは前記爪の回転軸線に向かって移動させられ、そして
　前記爪がロックバー用のスロットを有していて、前記ロックバーが前記ロックバー用の
スロットを介して延在しており、前記爪が前記ラッチ外れ位置にある場合、前記ロックバ
ーは、前記爪の前記ロックバー用のスロットの内部カムの輪郭により、自然な無負荷状態
に戻ることが可能である、
　回転爪ラッチ。
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【請求項２】
　ハンドルとボタンから成るグループから選択される前記手段は、前記爪が前記ラッチ外
れ位置に回転し終わるように釈放されなければならない請求項１に記載の回転爪ラッチ。
【請求項３】
　ハンドルとボタンから成るグループから選択される前記手段は、前記ラッチを作動させ
るために前記ハウジングに対して相対的に内方に押されなければならないボタンである請
求項２に記載の回転爪ラッチ。
【請求項４】
　前記ボタンは前記ボタンの移動を案内するための一体化されたガイドレールを備えてい
る請求項３に記載の回転爪ラッチ。
【請求項５】
　前記ボタンは、前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材
を備えている請求項４に記載の回転爪ラッチ。
【請求項６】
　前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材をさらに備えて
いる請求項４に記載の回転爪ラッチ。
【請求項７】
　前記ボタンは、前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材
を備えている請求項３に記載の回転爪ラッチ。
【請求項８】
　前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材をさらに備えて
いる請求項３に記載の回転爪ラッチ。
【請求項９】
　ハンドルとボタンから成るグループから選択される前記手段は、前記ラッチを作動させ
るために前記ハウジングに対して相対的に内方に押されなければならないボタンである請
求項１に記載の回転爪ラッチ。
【請求項１０】
　前記ボタンは前記ボタンの移動を案内するための一体化されたガイドレールを備えてい
る請求項９に記載の回転爪ラッチ。
【請求項１１】
　前記ボタンは、前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材
を備えている請求項１０に記載の回転爪ラッチ。
【請求項１２】
　前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材をさらに備えて
いる請求項１０に記載の回転爪ラッチ。
【請求項１３】
　前記ボタンは、前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材
を備えている請求項９に記載の回転爪ラッチ。
【請求項１４】
　前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材をさらに備えて
いる請求項９に記載の回転爪ラッチ。
【請求項１５】
　前記ロックバーが前記爪の前記回転軸線に向かって屈曲され、前記爪が前記ラッチ外れ
位置に移動することを可能にしている、請求項１に記載の回転爪ラッチ。
【請求項１６】
　ハンドルとボタンから成るグループから選択される前記手段は、前記ラッチを作動させ
るために前記ハウジングに対して相対的に内方に押されなければならないボタンである請
求項１５に記載の回転爪ラッチ。
【請求項１７】
　前記ボタンは前記ボタンの移動を案内するための一体化されたガイドレールを備えてい
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る請求項１６に記載の回転爪ラッチ。
【請求項１８】
　前記ボタンは、前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材
を備えている請求項１７に記載の回転爪ラッチ。
【請求項１９】
　前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材をさらに備えて
いる請求項１７に記載の回転爪ラッチ。
【請求項２０】
　前記ボタンは、前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材
を備えている請求項１６に記載の回転爪ラッチ。
【請求項２１】
　前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材をさらに備えて
いる請求項１６に記載の回転爪ラッチ。
【請求項２２】
　ハンドルとボタンから成るグループから選択される前記手段は、前記ラッチを作動させ
るために前記ハウジングに対して相対的に内方に押されなければならないボタンである請
求項２１に記載の回転爪ラッチ。
【請求項２３】
　前記ボタンは前記ボタンの移動を案内するための一体化されたガイドレールを備えてい
る請求項２２に記載の回転爪ラッチ。
【請求項２４】
　前記ボタンは、前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材
を備えている請求項２３に記載の回転爪ラッチ。
【請求項２５】
　前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材をさらに備えて
いる請求項２３に記載の回転爪ラッチ。
【請求項２６】
　前記ボタンは、前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材
を備えている請求項２２に記載の回転爪ラッチ。
【請求項２７】
　前記ハウジング内で前記ボタンを心出しするための弾性スプリング部材をさらに備えて
いる請求項２２に記載の回転爪ラッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はラッチの分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ラッチは、例えばドアを閉じ位置に固定するといった様々な固定のための用途において
使用されている。様々なラッチが当業で公知であるが、どのラッチも、本発明の特有の特
徴を教示または示唆することがなく、または、本発明の利点を実現することがないと考え
られる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、爪が掛けられる時にラッチに係合し、かつ、ラッチを外すために爪を釈放す
るように爪の回転軸線に向かって移動するロックバー（ｌｏｃｋ　ｂａｒ）を有する、回
転爪ラッチに関する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
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　このロックバーは、爪の覆いから完全に分離させられるということがない。ロックバー
が作動させられる時に爪が回転することを可能にする切り抜きが爪の中に存在する。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】図１は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２】図２は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３】図３は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図４】図４は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５】図５は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図６】図６は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図７】図７は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図８】図８は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図９】図９は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図１０】図１０は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図１１】図１１は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図１２】図１２は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図１３】図１３は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図１４】図１４は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図１５】図１５は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図１６】図１６は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図１７】図１７は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図１８】図１８は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図１９】図１９は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２０】図２０は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２１】図２１は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２２】図２２は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２３】図２３は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２４】図２４は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２５】図２５は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２６】図２６は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２７】図２７は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２８】図２８は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図２９】図２９は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３０】図３０は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３１】図３１は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３２】図３２は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３３】図３３は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３４】図３４は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３５】図３５は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３６】図３６は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３７】図３７は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３８】図３８は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図３９】図３９は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図４０】図４０は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図４１】図４１は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図４２】図４２は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図４３】図４３は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図４４】図４４は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図４５】図４５は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図４６】図４６は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
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【図４７】図４７は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図４８】図４８は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図４９】図４９は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５０】図５０は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５１】図５１は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５２】図５２は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５３】図５３は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５４】図５４は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５５】図５５は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５６】図５６は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５７】図５７は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５８】図５８は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図５９】図５９は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図６０】図６０は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図６１】図６１は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図６２】図６２は、本発明による回転爪ラッチの第１の実施形態の図である。
【図６３】図６３は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図６４】図６４は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図６５】図６５は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図６６】図６６は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図６７】図６７は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図６８】図６８は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図６９】図６９は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図７０】図７０は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図７１】図７１は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図７２】図７２は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図７３】図７３は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図７４】図７４は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図７５】図７５は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図７６】図７６は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図７７】図７７は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図７８】図７８は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図７９】図７９は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図８０】図８０は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図８１】図８１は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図８２】図８２は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図８３】図８３は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図８４】図８４は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図８５】図８５は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図８６】図８６は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図８７】図８７は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図８８】図８８は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図８９】図８９は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図９０】図９０は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図９１】図９１は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図９２】図９２は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図９３】図９３は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図９４】図９４は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図９５】図９５は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図９６】図９６は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
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【図９７】図９７は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図９８】図９８は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図９９】図９９は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１００】図１００は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１０１】図１０１は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１０２】図１０２は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１０３】図１０３は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１０４】図１０４は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１０５】図１０５は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１０６】図１０６は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１０７】図１０７は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１０８】図１０８は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１０９】図１０９は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１１０】図１１０は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１１１】図１１１は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１１２】図１１２は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１１３】図１１３は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１１４】図１１４は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１１５】図１１５は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１１６】図１１６は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１１７】図１１７は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１１８】図１１８は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１１９】図１１９は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１２０】図１２０は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１２１】図１２１は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１２２】図１２２は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１２３】図１２３は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１２４】図１２４は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１２５】図１２５は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１２６】図１２６は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１２７】図１２７は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【図１２８】図１２８は、本発明による回転爪ラッチの第２の実施形態の図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　２つの実施形態１００、３００が設計されている。両方が同一の基本的な新たな爪機構
を使用し、この爪機構は、ラッチが掛けられる時に爪に係合させられ、かつ、ラッチを外
すために爪を釈放するように爪の中央部に向かって移動する、ロックバーを有する。この
ロックバーは、爪の覆いから完全に分離させられるということがない。ロックバーが作動
させられる時に爪が回転することを可能にする切り抜きが爪の中に存在する。この実施形
態の両方は、ロックバーを作動させるための押しボタン式のユーザインタフェースを使用
する。この新たな爪釈放機構によって実現される主な利点が、爪とロックバーとのための
コンパクトな取り付け空間を有する能力であり、このことが、従来の回転爪付きグローブ
ボックスラッチに比べてラッチ全体がより小さく作られることを可能にする。両方の実施
形態の間の１つの相違点が、ラッチに対して、および、したがって、ラッチ内の回転爪の
方向配置に対して、ストライカが相対的に移動する方向である。別のわずかな相違点が、
爪の切り抜きにある。実施形態１００では、ボタンが完全に押し下げられる時に爪が完全
に開き位置まで回転しきることがなく、したがって、そのボタンが釈放されるまでストラ
イカは爪から完全に外れるということがない。実施形態３００では、ボタンが完全に押し
下げられる時に爪が完全に回転しきる。切り抜きすなわちロックバースロットの輪郭の形
状上の相違が、実施形態１００の爪の切り抜き区域を最小化することによって爪を可能な
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限り強靱にするという要望の結果である。この２つの実施形態の間の別の相違点が、押し
ボタンの動作の仕方にある。実施形態１００は、押しボタンの下方に２つのプランジャー
脚部を有しかつ２つの円筒形の圧縮ばねの上に載る、相対的に単純な形態である。このボ
タンは、プランジャー脚部の遠端上に留め具によって固定されている。プランジャー上の
Ｏリングが、ボタンのストロークが押し下げ位置と引き伸ばし位置との両方において底を
打つ時に、そのボタンの衝撃を和らげる。実施形態３００では、ボタンは、ストロークの
騒音の最小化を促進するために、２つのねじりばねの上に載る。これに加えて、このボタ
ンは、このボタンが押し下げられる時にこのボタンがコッキング（ｃｏｃｋｉｎｇ）しな
いように案内することを促進するための長い差込み脚部（ｂａｙｏｎｅｔ　ｌｅｇ）も有
する。さらに、このボタンは、ハウジング内で心出しされた状態にボタンの頂部を維持す
ることを促進するために、このボタンの頂部周縁部の周りにリビングばね脚部要素（ｌｉ
ｖｉｎｇ　ｓｐｒｉｎｇ　ｆｅａｔｕｒｅ）も有する。この２つの実施形態に共通してい
る爪機構が、この２つの例示的な実施形態１００、３００によって例示されているように
、ロックバーを作動させるための様々な機構との組合せの形で使用されることが可能であ
る。この爪機構は、さらに、作動のための持ち上げハンドルを用いて使用されてもよく、
および、こうした組合せが本発明の範囲内に属するものとして想定されている。
【０００７】
第１の実施形態
　回転爪ラッチの実施形態１００は、ハウジング１０２と、一体化されたガイドレール１
１８を有するボタン１０４と、爪１０６と、爪ねじりばね１０８と、ロックバー１１０と
、１つまたは複数のボタン圧縮ばね１１２と、Ｏリング１１４、１３６またはグロメット
バンパ（ｇｒｏｍｍｅｔ　ｂｕｍｐｅｒ）（図示されていない）と、１つまたは複数の押
しスタッド（ｐｕｓｈ　ｓｔｕｄ）１１６とから成る。
【０００８】
　アセンブリ状態では、爪ねじりばね１０８は爪柱１２０の周りに取り付けられており、
および、このサブアセンブリがその後でハウジング１０２内にスナップ嵌めされる。その
次に、ロックバー１１０が、ハウジング１０２の側方から、および、ハウジングの中央タ
ワー（ｃｅｎｔｒａｌ　ｔｏｗｅｒ）１２２と爪１０６のロックバースロット１２４との
両方を通して滑り込まされることが可能である。ボタン１０４は、ボタンばね１１２と共
に、ハウジング１０２内に取り付けられており、および、一体化されているガイドレール
１１８がボタン１０４の位置と移動の両方に幾らかの抑制を与える。Ｏリング１１４、１
３６は、ハウジング１０２内の穴１２８の中を通って延びるボタン１０４の中心線ガイド
ポスト１２６上に配置されている。押しスタッド１１６は、アセンブリ全体を一体状に保
つためにボタンのガイドポスト１２６の中に取り付けられている。あるいは、代替案とし
て、ボタン１０４上のＯリング１１４、１３６の代わりに、ハウジング１０２の中に取り
付けられている１組のグロメットを使用して設計が行われることが可能であり、および、
押しスタッド１１６の代わりにスナップイン要素（ｓｎａｐ　ｉｎ　ｆｅａｔｕｒｅ）を
使用する変形例が存在する。
【０００９】
　「ラッチ掛け」状態（例えば、図１０に示されている）では、爪ねじりばね１０８が爪
１０６を（例えば図２８に示されている）ラッチ外れ位置に向けて偏倚させて爪１０６を
ロックバー１１０に強制的に押し付け、および、ストライカ１３０が爪１０６の喉部１３
２とハウジングタワー１２２との間に完全に束縛される。一方、ロックバー１１０は、ハ
ウジング１０２の中央タワー１２２と爪１０６の階段状部分１３４とに押し当たって二重
の剪断変形（ｄｏｕｂｌｅ　ｓｈｅａｒ）の形で保持される。ボタン１０４は、ばね１１
２によって（例えば図２７に示されている）最も外側の位置に偏倚させられ、および、Ｏ
リング１１４は、ボタン１０４の位置を維持するようにハウジング１０２上で底を打つ。
ボタン１０４の中央リブ１３８はロックバー１１０の直ぐ近くに位置しており、および、
例えば図９と図１０とに示されているように、ロックバー１１０にほぼ接触している。ロ
ックバー１１０は、中央リブ１３８と、爪ポスト１２０によって画定される爪１０６の回
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転軸線との間のほぼ中間に配置されている。爪ばね１０８は、さらに、爪１０６をラッチ
外れ位置に向かって偏倚させるために、爪１０６の喉部１３２の開口部の一方の側に爪１
０６を係合させるループ１４０を有する。このループ１４０は、さらに、ストライカ１３
０上に幾らかの予荷重を置くために、爪１０６の喉部１３２の一部分に沿って延びる。こ
のことが、ストライカ／爪境界面に関係する唸り音と軋み音とガラガラ音とを減少させる
。
【００１０】
　動作時には、ボタン１０４が、ハウジング１０２の本体の中への押し下げ位置（例えば
図３８と図３７とに示されている）に押し下げられる。ボタン１０４がハウジング１０２
に対して内方に直線的に移動する時に、ボタン１０４の一体的なガイド１１８、１２６が
そのボタンの移動を安定化させる働きをし、および、２つの中央リブ１３８がロックバー
１１０に対して作用し始める。ボタン１０４を押し続けることが、中央リブ１３８が爪１
０６の中央部すなわち回転軸線に向かってロックバー１１０を湾曲させることを生じさせ
る（ロックバー１１０は、例えば図９と図１０とに示されている「ラッチ掛け」位置にお
いて自然の無荷重状態を有するリビングばね（ｌｉｖｉｎｇ　ｓｐｒｉｎｇ）設計である
）。ロックバー１１０が爪１０６の中央部に向かって移動する時に、爪１０６上のねじり
ばね荷重が、例えば図２８に示されているラッチ外れ位置に爪１０６を移動させようと働
く。ボタン１０４がハウジング１０２の内方に十分に遠くまで移動させられ終わると、ロ
ックバー１１０は、図３８に示されているように、爪１０６内の段１３４との噛み合い状
態から分離し、および、爪１０６はねじりばね１０８の偏倚力を受けてラッチ外れ位置へ
と回転を開始することが可能である。このことが、ストライカ１３０が釈放されることを
可能にし、かつ、図２８と図２９とに示されているようにドア１４２が開かれることを可
能にする。ボタン１０４を押し下げ続けることが、内側のＯリング１３６が、Ｏリング１
１４に対して他方に位置するハウジング１０２の側部に突き当たることを生じさせるだろ
う。このことが動作騒音の減少を促進する。ボタン１０４が完全に押し下げられている限
り、爪１０６は完全には開かずに、ボタン１０４の釈放時にラッチ外れ位置に移動してそ
のまま残留するようにされる。ボタン１０４が釈放されると、爪１０６はラッチ外れ位置
への回転を終了することが可能であり、および、ボタン１０４はその最も外側の位置に戻
り、および、同様に動作騒音を減少させるようにハウジング１０２に押し付けてＯリング
１１４を完全停止させる。爪１０６がラッチ外れ位置にありかつボタン１０４が釈放され
ているので、ロックバー１１０は弛緩することを可能にされ、かつ、爪１０６のロックバ
ースロット１２４の内側カムプロファイル（ｉｎｎｅｒ　ｃａｍ　ｐｒｏｆｉｌｅ）の形
状によって、図９、図１０、図２７、図２８に示されているそのロックバー１１０の自然
な無荷重状態に戻ることが可能にされる。
【００１１】
　ラッチを掛ける時には、ストライカ１３０が爪の喉部１３２に対する位置に送り込まれ
、および、図１１に示されている閉じ位置にドア１４２が移動させられる時に、爪１０６
を回転させてラッチ掛け位置に戻し始める。爪１０６が回転するにつれて、爪１０６とス
トライカ１３０とドア１４２とをそのラッチ掛け位置すなわち閉じ位置に固定して保持す
るようにロックバー１１０が後方に跳ね戻って段１３４との係合状態になることが可能に
なるまで、爪１０６の内側カムプロファイル１４４がロックバー１１０を再び爪１０６の
中央部に向けて湾曲させる。ボタン１０４はこの動作中は動かない。ストライカ１３０は
、爪１０６とハウジングタワー１２２とによって再び束縛される。
【００１２】
　代替案の設計が、ボタン１０４上のＯリング１１４、１３６の代わりに、ハウジング１
０２内に取り付けられているグロメットを使用することに留意されたい。機能的には、こ
の設計は、ハードポイント（ｈａｒｄ　ｐｏｉｎｔ）がハウジング１０２上ではなくボタ
ン１０４上にあるということを除いて非常に類似している。開放時には、ボタン１０４が
グロメット上に衝突して騒音を減少させ、および、閉鎖時には、ボタン１０４内の押しス
タッド１１６がグロメットに押し当たって完全停止するだろう。
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第２の実施形態
　実施形態３００の動作は実施形態１００の動作に非常に類似している。ボタン３０４を
押すことが、爪３０６の中央部すなわち回転軸線に向けてロックバー３１０を湾曲させて
、爪３０６がラッチ外れ位置に移動することを可能にする。ラッチ３００とラッチ１００
との間の主要な相違点が、位置合わせ要素とばねの使用とにある。ラッチ３００は、ボタ
ン３０４をより直線的に案内することを促進するために内側においてより大きい接触面積
を有し、および、側方「リビング」ばね３４６が、ハウジング３０２の内側でボタン面板
３５０をより適切に束縛しかつ心出しするためにボタン支持物３４８上に含まれている。
【００１４】
　ラッチ３００は、さらに、ラッチ１００の圧縮ばねの代わりに、ねじりばね３１２を内
側において使用する。これは、潜在的な騒音問題の軽減を促進するために行われた．ラッ
チ３００上には消音材要素は存在しない。
【００１５】
　ラッチ３００は、ボタン支持物３４８上に側方アーム３１８、３２６を増加させること
による、および、ハウジング３０２内においてボタン３０４をより適切に心出しするため
に支持物３４８の側部上に「リビング」ばね３４６を導入することによる、位置合わせ要
素の改良を含む。ボタン区域内の圧縮ばね１１２は、騒音問題を抑制するために、ねじり
ばね３１２と交換された。ボタン３０４は、さらに、このボタン３０４のための内部部品
と同一の内部部品を使用することが依然として可能であると同時に面板の幾何学的形状と
審美的な意匠とのより高度の調節／変形を可能にするために、支持物３４８と面板３５０
である２つの部品の形に作られた。このことが、面板３５０の審美的意匠の変更に関連し
た工具細工コストを減少させる。
【００１６】
　爪の喉部３３２は、さらに、用途の要件に応じてドア１４２、３４２の開放時のストラ
イカ１３０、３３０の相対的な移動の方向を基準としてボタン３０４の直線移動方向を再
び方向付けるために、ラッチ１００の爪喉部１３２に対して相対的に回転させられた。こ
の機能は、ロックバー３１０が爪３０６に内側にあり、かつ、爪３０６の中央部に向かっ
て移動または湾曲することによって爪３０６を釈放するという点において類似している。
【００１７】
　本発明は、上述の実施形態だけに限定されず、および、添付されている特許請求項とそ
の等価物との範囲内のすべての実施形態を包含するということを理解されたい。
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